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膨張性であることを反映 していると考えられ 予後の期

待出来る胆褒癌の画像上の特徴と考えられた.

13)産科領域 の MR王の検討
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(対象と方法〉妊婦21例に MRIを施行 し,その有用

性を検討 した.内訳は着床異常2例,胎児奇形5例,母

体合併症妊娠10例,骨盤計測4例である.く結果)施行

例中18例 (86%)で良好な画像が縛れ,内診やエコ-を

しのぐ情報が得られた,MRIはエコーにつぐ第2の検

査法と考えられた,胎動による画像劣化が問題となる妊

娠中期以降例においても鍵静剤母体投与により胎動の制

御に成功 し 食倒鮮明な画像が得られた,

1射 超音波 と MR王で出生前診断 された腹壁破
裂し7)1例
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腹壁破裂と摺帯-ルニアは出生直後に緊急手術を必要

とするので,出生前診断が重要となります.また,それ

ぞれの合併奇形と予後が異なるので両者の鑑別も必要で

す.

文献的には,ルーチンの超音波検査における前腹壁欠

損の検出率は67.6%,falsepositiverateは5.3%で

あり,accuratecate宮Orizationは83.6%です.超音波

技術の進歩をこよりこれらの成解をこは格段の向上をみとめ

ますが,若干の改善の余地は残されています.

MRIは腹壁破裂の症例において,胎児および脱出内

容の全体像がとらえやすく,腹壁欠損部と賦滞基部の描

出が良好です.超音波で評価が困難な症例に対 して MRI

を施行す ることは,falsepositiveの減少と正確な

(､こ1tCLgOrizasionに関 して侶‡:】である上製かIILます.
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ま5)勅尾部奇形腫の5例
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新生児乳児のまれな腺癌である柚尾部奇形腫の手術例

5例に-,いて検討した.全例女I/tだった.Altman分校

断時期はrV型の1例を除き.すべて出生時に診断されて

いる,W塾の症例は,生後6か月に尿道圧迫による滑脱

拡張で発症 した.腰痛は,比較的境界明瞭で,充実性と

嚢胞性との混在したものが2例,嚢胞性のものが3例だっ

た.脊椎管内に連続 しているものは無かった.全例が良

性奇形腫で,経過良好である.

仙骨前型や亜鈴型は手術操作が繁雑になるし悪性化の

頻度も高くなるが,術前の腫轟の進展範囲の評価におい

て,MRIおよび DirectsagittalCT は有用であった.
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llMicrospheremodelを開いた 1231-IMP
による局所脳血流測定法
一全脳 カウン ト補正法 ･短時間 SPECT

補正法による検討-
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中枢神経疾患17例iこ対 し､123トIMP と microsphere

modeiを周いて局所脳血流愚 行CBF)を求めた.静注

後5分間の持続採血動脈血を入力関数とした.1コ3トIh.､11)

の静注 5分,20分,60分接し'11分間の短時間 SPECT

と頭部放射能カウソト測定を行った.平衡時の SPECT

は25分後から鮒 問かけて撮像した.静注5分後の SPE-

Cr から求めた rCBFと比較 して,平衡時の SPECT

を頭部放射能で補正した TCBF(TCBFCT)はよい相関


